
総合研究室を利用する際の一般的注意事項 

 

 1. 総合研究室の設備機器（以下「設備機器」という）は、各研究室において使用することを

原則とします。 

 2. 設備機器を使用する場合は予約が必要です。使用前に研究支援ネットワークシステムで予

約してください。 

 3. 総合研究室の各室は原則として時間外（平日 8：30～17:15 以外、土・日・祝祭日）は施

錠します。初めて時間外に設備機器の使用を希望される場合は事前に総研事務室までご相

談下さい。 

 4. 施錠された室・時間帯に設備機器を使用する方にはカード認証式キーボックスにて鍵を貸

し出します。詳細はキーボックスの利用について（別紙９）を参照してください。使用者

間のトラブル回避のため、予約なしでは鍵の貸し出しは出来ません。必ず予約を取ってか

ら申し出てください。また、鍵は使用後直ちにご返却下さい。 

 5. 連続予約は禁止しています。タイムコース測定を伴う実験を行う場合や機器が故障して緊

急避難する場合等、やむを得ない場合は対応させて頂きます。その際は、必ず総研事務室

までご相談下さい。 

 6. 設備機器には使用簿が備え付けてあります。使用に際しては必ず様式に従い、日時・所属・

使用者名・使用条件・使用時間等を記入して下さい。(歯学部では使用簿に基づいて使用

料を集計致します。） 

 7. 設備機器の操作にあたっては、使用説明書をよく読んで注意事項を守って下さい。操作に

あたって不明な点があれば各部門担当者までご連絡下さい。 

 8. 初めて利用する機器については、総合研究室職員あるいは、装置に熟知している先生に付

き添ってもらって下さい。設備機器の操作が未熟な方は、担当者へ連絡の上、その指示に

従って下さい。 

 9. DNA シークエンサー等、事前に試薬や調整が必要な機器の使用については、予約前に総研

事務室までご一報下さい。 

 10. 各研究室は飲食禁止・禁煙とします。 

 11. 設備機器の使用後は整理整頓を心がけて下さい。各研究内に試薬・実験器具等を放置しな

いで下さい。 

 12. 設備機器に異常が認められた場合は、直ちに使用を停止し、担当者まで連絡の上その指示

に従って下さい。 

 13. 総合設備機器の使用についての詳細は、設備機器別に次頁以降に記載しております。機器



毎に設けられたルールに従って使用してください。 

 14. 設備機器の維持に必要な経費として、機器使用料・消耗品使用料を使用者に負担していた

だきます。使用者負担は校費振替とします。校費による支払いの不能等の問題があれば、

総研事務室までご相談下さい。 

 15. 所属部局の機器の故障や機器特有の機能の必要性などがある場合、部局調達の機器に関し

ても学部外研究者の使用を認めております。当室のルールを遵守の上ご使用下さい。ただ

し、機器使用料の金額は当該事情にはあたりません。 

 16. 学部外の研究者が設備機器の使用を希望する場合は、徳島大学歯学部総合研究室使用願

（別紙６－１）により室長の許可を受けてから、手引きに従って使用して下さい。 

 17. 学生（院生及び総合研究室管理委員会にて承認された歯学部学生を除く）が単独で設備機

器を使用することは、禁止されています。但し、各分野の教職員、大学院生が同席の上で

の使用はこの限りではありません。使用料は当該分野より校費振替にて徴収いたします。

また、歯学部学生は、配属された分野の長が、総合研究室使用願（別紙６－２）により申

請を行い、総合研究室管理委員会にて承認された後、室長の許可を受けてから、手引きに

従って使用して下さい。 

 18. ゴミの分別収集を行っております。不燃・可燃の別、特にガラス性廃棄物・ディスポタイ

プの分別処理は確実に行って下さい。  

 

 

 

 
年度ごとに集計を実施する予定です。 

【謝辞掲載のお願い】 
当室の受託サービス及び共同利用機器を使用して得られた成果を発表する場合、謝辞

(Acknowledgment) に当室の利用について書き加えて頂きますようお願い致します。 
当室の利用を明記頂くことが、サービスの拡充や機器の導入等に必要な「当室が皆様の成果に 
貢献している根拠」となります。 
お手数をおかけいたしますが、ご協力よろしくお願い致します。 
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